
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。
※2022年6月30日の値を100として指数化
※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成

明治安田アセットマネジメント株式会社　金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第405号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加入協会：一般社団法人投資信託協会/一般社団法人日本投資顧問業協会

NOMURA-BPI総合指数の推移
（期間：2022年6月30日～2023年7月7日）

0.20

2.39% ▲0.25%

※最新の「投資環境見通し」もご覧ください。
https://www.myam.co.jp/market/outlook/upload_pdf/202307_outlook.pdf
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NOMURA-BPI総合
（騰落率）

375.45 ▲0.22% ▲0.07%

10年国債利回り（日本、％）
（変動幅）

0.44 0.05 0.03 ▲0.06

国内債券見通し

マーケットの動き（2023年7月3日～7月7日） 日本国債利回りの推移
（期間：2022年6月30日～2023年7月7日）

先週の国内債券市場は、前週末比で金利は上昇しました（債券価格は下落）。
週前半は10年国債入札がやや好調な結果となり、国内債券は買われました。週後半はFRB（米
国連邦準備制度理事会）の金融引き締め長期化観測が強まり海外金利が上昇したほか、厚生労
働省が7日に公表した所定内給与が市場予想を上回ったことなどから、債券は売られました。
クレジット市場は、投資家の銘柄選別意識が高い中でも引き続き需給環境の回復傾向がみられ
ました。

情報提供資料
2023年7月10日

投資環境見通し（2023年7月）

変動幅（騰落率）

前週比 1ヵ月前比 6ヵ月前比 1年前比
7月7日

国内長期金利は上昇圧力がかかりやすい
日銀が早急に金融政策を修正するとの見方は後退しつつありますが、将来的な修正観
測は残ることや、米国市場における追加利上げ観測に伴う金利上昇もあり、長期金利
は上昇圧力がかかりやすいとみています。

92

94

96

98

100

102

22/6 22/8 22/10 22/12 23/2 23/4 23/6

NOMURA-BPI総合指数

-0.2

0.0

0.2

0.4

0.6

22/6 22/8 22/10 22/12 23/2 23/4 23/6

10年国債利回り（日本） 5年国債利回り（日本）

MYAM Market Information

（年/月）

（年/月）

（指数値）

（％）


	国内債券見通し

